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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期
第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 10,834,935 10,980,454 14,560,094

経常利益 (千円) 39,179 327,058 102,336

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △17,318 207,605 19,351

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 32,816 244,976 77,089

純資産額 (千円) 1,653,544 1,894,434 1,697,817

総資産額 (千円) 7,454,934 7,585,860 7,133,287

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は
１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △2.69 32.20 3.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 22.2 25.0 23.8
 

　

回次
第49期
第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.53 17.55
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第49期第３四半期連結累計期間については

１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第49期並びに第50

期第３四半期連結累計期間については潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に雇用環境や

設備投資等、景気は堅調に推移しているものの、一方で個人消費の先行きについては、実質賃金の伸び悩みなどによ

り不透明な状況が続いております。海外では、英国のＥＵ離脱や米国新政権の政策動向等による世界経済の不確実性

の高まりや、中国をはじめ新興国経済の景気減速などにより先行きは依然として不透明な状況となりました。

当社グループを取り巻く環境は、景気減速懸念等による先行き不透明感により消費者マインドに足踏みがみられ、

厳しい事業環境が続いております。

このような中、グループ一体経営で売上拡大と効率化を推進、ビジネス領域を拡大し、グループ４社それぞれの経

営資源や特性を活かして、強固な収益基盤作りを進めてまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,980百万円（前年同期比1.3％増）となりました。利益面につ

きましては、営業利益は510百万円（前年同期比394.5％増）、主に海外子会社の邦貨建負債の評価損等による為替差

損162百万円（前年同期は33百万円の為替差損）により、経常利益は327百万円（前年同期比734.8％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は207百万円（前年同期は17百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

（パッケージ事業）

当セグメントにおきましては、グループ一体化や組織営業の推進により、大口先開拓や新規・休眠開拓に注力しつ

つ、提案型営業を展開するといった付加価値サービスの提供も進めてまいりました。それに加え、タイ工場において

は稼働率アップによる生産効率が大幅に向上され、また円安傾向の緩和による原材料費の逓減等により、売上高、セ

グメント利益ともに前年同期を上回りました。

当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高6,658百万円（前年同期比6.6％増）、セグメント利益808百万

円（前年同期比93.3％増）となりました。

　

（メディアネットワーク事業）

当セグメントにおきましては、配送費や煩わしさの低減などの提案を行う一気通貫サービスに注力したものの、競

合他社により単価引き下げやクライアントの発送部数の見直し等によって封入封緘売上や物流売上ともに低調とな

り、売上高、セグメント利益ともに前年同期を下回りました。

当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高1,889百万円（前年同期比15.2％減）、セグメント利益11百万

円（前年同期比76.3％減）となりました。

　

（日用雑貨品事業）

当セグメントにおきましては、海外協力メーカーとの強いパイプによる原価逓減力や商品企画開発力の向上に努め

たことにより、100円均一ショップやドラッグストア向けの販売が増加しました。また円安傾向の緩和による仕入コ

ストの逓減等、セグメント利益の改善につながりました。

当第３四半期連結累計期間につきましては、売上高2,675百万円（前年同期比2.4％増）、セグメント利益117百万

円（前年同期はセグメント損失18百万円）となりました。

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

 3/17



 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は7,585百万円となり、前連結会計年度末に比べ452百万円増加しました。こ

れは主に商品及び製品等が減少したものの、現金及び預金等が増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は5,691百万円となり、前連結会計年度末に比べ255百万円増加しました。

これは主に長期借入金等が減少したものの、短期借入金及び未払法人税等が増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は1,894百万円となり、前連結会計年度末に比べ196百万円増加しました。こ

れは主に利益剰余金の増加によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（グロース）

単元株式数は100株であります。

計 6,850,000 6,850,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 

普通株式  
402,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  
 

6,447,500
64,475 ―

単元未満株式
普通株式  
 

500
― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,475 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式)
株式会社ショーエイ
コーポレーション

大阪市中央区備後町
二丁目１番１号

402,000 ― 402,000 5.86

計 ― 402,000 ― 402,000 5.86
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 297,315 898,427

  受取手形及び売掛金 2,498,311 ※２  2,531,228

  商品及び製品 1,332,703 1,243,888

  仕掛品 103,577 102,511

  原材料及び貯蔵品 122,024 77,574

  未収還付法人税等 7,729 1,905

  その他 267,433 285,652

  貸倒引当金 △2,009 △4,210

  流動資産合計 4,627,086 5,136,978

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,125,712 1,125,712

   その他（純額） 705,744 648,172

   有形固定資産合計 1,831,457 1,773,884

  無形固定資産   

   のれん 53,636 26,818

   その他 19,270 16,768

   無形固定資産合計 72,907 43,587

  投資その他の資産   

   その他 606,031 643,993

   貸倒引当金 △4,490 △12,709

   投資その他の資産合計 601,541 631,283

  固定資産合計 2,505,906 2,448,755

 繰延資産 294 126

 資産合計 7,133,287 7,585,860

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,922,068 ※２  1,989,760

  短期借入金 1,780,000 2,070,000

  1年内償還予定の社債 83,120 62,280

  1年内返済予定の長期借入金 390,479 380,188

  未払法人税等 28,239 123,818

  未払消費税等 35,508 58,617

  賞与引当金 72,620 53,073

  その他 268,752 311,900

  流動負債合計 4,580,788 5,049,637
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

 固定負債   

  社債 39,480 -

  長期借入金 455,953 286,961

  退職給付に係る負債 63,929 71,729

  長期未払金 146,052 146,052

  その他 149,266 137,045

  固定負債合計 854,681 641,788

 負債合計 5,435,469 5,691,426

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 229,400 229,400

  資本剰余金 146,800 146,800

  利益剰余金 1,277,910 1,437,156

  自己株式 △71,556 △71,556

  株主資本合計 1,582,554 1,741,800

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 119,559 137,142

  繰延ヘッジ損益 △1,924 -

  為替換算調整勘定 △2,371 15,491

  その他の包括利益累計額合計 115,263 152,634

 純資産合計 1,697,817 1,894,434

負債純資産合計 7,133,287 7,585,860
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 10,834,935 10,980,454

売上原価 9,014,984 8,668,904

売上総利益 1,819,950 2,311,549

販売費及び一般管理費 1,716,770 1,801,359

営業利益 103,180 510,189

営業外収益   

 受取利息 365 288

 受取配当金 2,887 2,805

 資材売却収入 2,313 4,048

 その他 7,073 901

 営業外収益合計 12,640 8,043

営業外費用   

 支払利息 28,065 22,390

 為替差損 33,109 162,395

 その他 15,466 6,388

 営業外費用合計 76,642 191,174

経常利益 39,179 327,058

特別利益   

 固定資産売却益 438 50

 特別利益合計 438 50

特別損失   

 固定資産除却損 7,836 -

 特別損失合計 7,836 -

税金等調整前四半期純利益 31,781 327,108

法人税、住民税及び事業税 21,147 139,083

法人税等調整額 27,951 △19,580

法人税等合計 49,099 119,503

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,318 207,605

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△17,318 207,605
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,318 207,605

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 32,251 17,583

 繰延ヘッジ損益 97 1,924

 為替換算調整勘定 17,785 17,863

 その他の包括利益合計 50,135 37,370

四半期包括利益 32,816 244,976

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 32,816 244,976
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【注記事項】

(会計方針の変更)

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告 

第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
(追加情報)

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半期

連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形割引高 53,104千円 27,807千円

受取手形裏書譲渡高 2,404千円 3,630千円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 ―千円 1,121千円

支払手形 ―千円 85,574千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 84,485千円 79,980千円

のれん償却額 26,818千円 26,818千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 48,360 7.50 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 48,360 7.50 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

日用雑貨品事業

売上高     

  外部顧客への売上高 5,994,766 2,228,567 2,611,600 10,834,935

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

250,815 ― 2,342 253,158

計 6,245,582 2,228,567 2,613,943 11,088,093

セグメント利益又は損失(△) 418,384 48,312 △18,815 447,881
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 447,881

セグメント間取引消去 1,036

全社費用(注) △345,737

四半期連結損益計算書の営業利益 103,180
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
パッケージ事業

メディアネット
ワーク事業

日用雑貨品事業

売上高     

  外部顧客への売上高 6,418,214 1,889,714 2,672,526 10,980,454

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

239,798 ― 2,965 242,763

計 6,658,012 1,889,714 2,675,491 11,223,218

セグメント利益 808,670 11,458 117,554 937,682
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 937,682

セグメント間取引消去 △1,845

全社費用(注) △425,647

四半期連結損益計算書の営業利益 510,189
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額(△)

△２円69銭 32円20銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

△17,318 207,605

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△17,318 207,605

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,448,000 6,448,000
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間については１株当たり四

半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため、記載しておりません。当第３四半期連結累計期間につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月８日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   林       由  佳      印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井  上  正  彦      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショー

エイコーポレーションの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28

年10月１日から平成28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーション及び連結子会社の平成28年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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